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SCC法 に よ る 結 核 化 学 療 法 剤 の

併 用 効 果 に 関 す る 実 験 的 研 究

名古屋大学医学部内科第一講座(主 任 日比野 進)

松 島 六 郎

(昭和27年8月14日 受付)

緒 言

X945年Snlith&31¢C工Oskyl){まStrept◎mycin(S

}∫)とPτomin(Pr)の 併 用 に関 す る研 究 を実 験 的 に 行

い,こ の両 剤 に相 乗作 用が あ りEつSM耐 性 菌 出 現 防

止 に も役 立つ こ とを 報 告 した 。 これ はSMが しば しば

不 愉快 な副 作 用 を伴 い,且 つ 耐 性 菌が 容 易 に現 わ れSM

治 寮 を困 難 な ら しめ た為 に始 め られ た もの で あ る◎

繭来 多 くの 研 究 者 はSMと 併 用 す る こ と に よ り,S

Mの 抗 菌効 果 を高 め,且 つ 醗 性 菌 の 出現 を防 止 す る 目的

で,実 験 的 に或 い は臨 床 的 にSM,IPr,Promizole,PAS,

TB1-698(TB1)等 相 互 問 の 併 用 に 関 し研 究 を行 い,そ

の効 果 の あ る こ とを発 表 して い るが,一 方 に は 文一 部 研

究 者 にお い て は或 薬 剤 の 併 用 は上 記 の諸 目的 に対 して は

無 効 で あ る こ と を報 告 して い る◇

わが 尻 にお い て は,こ の 併 用 に関 す る研 究 につ い て は

系 統 的 な業 績 が 比 較 的 紗 い ◇ 私 は結 捜 菌 の培養 に比 較 的

長 時 瑚 を 要 し,こ の聞 実 験 中 に 薬剤 効 力 の変化 し易 い等

の 点 よ りして,Slideeellculture(SCC)法 に よ り,

SM,PAS,TB1,Pr,Methylpremizole(MP),

C-am五nopheno1(OM),Iso益ic◎ti難icacidhydrazide

(IN.AH)の 相 互 間 の 併 用 に関 す る実験 的 研究 を行 い,

若 干 の威 績 を得 た の で こ こに報 告 す る◎

実 験 材 料 並 び に実 験 方 法

A)被 検 抗 結 捜 剤 に つ い て

SMはDihydro-SM,PASはPAS-Na塩P「 は

30%Protl」min注 射 液 を用 い,TB1,MP,INAHと と

もにい す れ も邦 製 晶 で,OMは 金 沢 大 学 結 核 研究 所 の好

意 に よ り分 与 され た もの を使 用 す ¢

SMは1ワ7を 減 菌 蒸 溜 水9mlに 溶解, 、PAS,IN

AHは10"iyをIOm9の 滅 菌蒸 溜 水 に溶 か し,1000倍

・稀 釈液 と し,以 下順 次 減 菌 蒸 溜水 で所 要 の濃 度 に薄 め た 。

TB1は10myをPropyleneGlycel10mlに 加 温溶 解,

ユ000倍 稀 釈 液 と し,MPはO・297を5mlのPropy-

1eReGlyco1で 溶 か し25倍 稀 釈液 と し,こ れ 等 を滅 菌

蒸 溜 水 で10倍 に稀 釈,そ れ ぞれ1万 倍,250倍 稀 釈液

とす 。 以後10%Pr◎pylepeGユyc◎1で 倍 数稀 釈 す ◎Pr

はProtωnih注 射液 を直 ち に10%Pr◎pyleneGlyco1

で所 要 濃 度 に 稀 釈 す 。OMは70%Ale◎h◎1を 用 い2),

O・5grを10mlに 溶か し,20倍 稀 釈液 とし,こ れを滅菌

蒸溜水で2000倍 溶液 とし,さ らに倍数稀釈す◎

被検液はいずれ もその都度調製 し,PAS,MP,TB工,

INAIIは 最初の溶解時60。C,30分 加温滅菌 し,以 下

無菌的に操作す◇

2剤 併用に際 して は一一方 の薬剤 の稀 釈系列に他の非抑

制濃度(lleM-inhibiting¢ ◎Rcentrati◎R)の薬剤をそれぞ

れ等量試験直 前に混 和す◎

B)SCC法

結 核 菌 浮 海 液 の 調 製

使 用菌株 は岡 。片 倉培地約3週 聞培 養の人 型 結 核 菌

Frankfurt株 を用い,生 理食塩水を以つて10m .q/mlの

割合で塘魑乳鉢で磨砕,浮 溝液 とし,2000r・p・m・le分

後 その上清液 をさらに5分 遠心沈澱 を行い,そ の上満液

中においては菌が単孤なる ことを鏡検 し使用す◎

標 本 作 製

前記 の菌液0・05ml及 び 被検薬剤溶液単独及び併用

の場 合共 にそれぞれ0・05m9,並 びにTuberculin反 応

陽性 の常に同一一の 健康 男子 の静脈血0.4mlを 良 く混和

し,そ の1滴 を載物硝子上の2ヵ 所に置 き,被 覆 ・封蝋

し,か か る標本 を数十枚作製 し370C贈 卵器内に保存,

10日 悶隔 日にその2枚 以 上 を取 りだ し,型 の如 く濫血 ・

固定,Zieh1-Neelsek染 色鏡検す。

成 績 判 定 法

判定基 準は戸田3)に 従い,10視 野中各視 野における菌

の集 落の数 を下記 の符号を以 つて分類 。観察 し,該 当符

号の最 も多 い もの を以つて総括的結 果 とした。す なわち,

(一)結 核 菌が個 々に散在 し,対 照 と同様 に菌の増殖

を認 めない もの

(±)菌 が2～4個 宛集つて集落をなす もの

(+)菌 体5～10個 集つて小集 落をなす もの

(升)菌 体11～30個 よ りな る集落の もの

(帯)菌 体31～50個 よ りなる集落 の もの

(冊)菌 体51個 以上の集落の もの

なおSlidece11内 濃度 ・Pr◎pyleneGlycoユ は1%,

AIcoho1は0・07%で あ り,予 備実験で これ らの濃度 で

は菌の発育 に影響のない ことを確め た。

実 験 成 績
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1)SMと 他 の薬剤 との併用効果は第1表 の如 く,SM

の稀釈系列 に80万 倍PAS溶 液(非 抑制濃度,以 下SM

稀釈系列に併用す る抗結核剤 の濃度はすぺて非抑制澱
"
である)を 併用,6日 培養迄は増強効果現 れず,.8日 培

養以後でSM単 独よ りも4倍 の増強を見た。TB180万

倍溶液併用 の際は4日 培養で4倍 以上,6日 培養 で2・5

倍,8日10日 培養で4培,そ れぞれSM単 独 より発

育阻止作用 の増強が あつた。Pr2万 倍溶液併 用の場合は

6日培養迄は併用効果 の増強 を見ず,8日 培養で最 大の

4倍増強 とな り,10日 培養で2倍 となつた◎MP2万 僑

溶液 との併用はPrの 場合 と同様6日 培養 迄は効果 の増

強なく,8日 培養以後 は4倍 の増強 となつてい る◎IN

ムH2560万 倍溶液併用時 は効果著明で培養当初 よ り強 く

発育を阻害 し,SM単 独 よ り4日 培養 では5倍 以上,6

日培養で4倍,8日 培養 で10倍,10日 培養では5倍

の阻止力の増強を示 した。すなわちSMと 他の抗結核

剤(以 下単に薬剤 と称す)と の併用効果はいずれの薬剤

とでも増強を示 した。す なわち10日 目の成績 ではIN

AE,PAS,TB1,MPの 併用効果は大差 ないが前述の

培養旧数別に観察す るとINAH最 も効果あ り,TB1こ

れに次 ぎ,P.AS,MPが 同程度でTB1'よ りやや併用

効果紗 く,Prが 最 も低い◎

2)PASと 他のi薬剤 との併用効果はi第2表 に示す通

り,PASにSM100万 倍溶液(以 下PAS釈 釈系列に
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併 用す る抗結核剤は

非抑勧濃度であ る)

を併用の場合6日 培

i養迄は増強な く,8

旧 培養以後 に2倍 の

効果増 強 を 見 た。

TB180万 倍溶液併

用 の時 は培養 全期間

を適 じ2倍 の効果増

強 となつてい る。Pr

2万 倍溶液併用では

6日 培養迄は併用効

果現れず,8日 培養

以後では2倍 の増強

であ る◎MP2万 倍

溶液併用の際 は培養

期間申併用効果の増

強を示 さず,6日 培

養では反つて減弱 し

た。INAH2560万

倍溶液併用の場合は

SMにINAHを 併

淵 用の時より強く阻止

効果現 われ,4日 培

養 で8倍 以上,6日 培養で4倍.8日 培養以後では8倍

の併用効果 の増強を示 している◎す なわちPASと 他の

薬剤 との併用効果はMPの 場合は現れず,1NAH併 用

時 は最 も著 しく,そ の弛の薬剤 の場 合は併用効果 は軽度

であつ た。併用効 果の大きい もの よ り挙げると,INAH

に次 いでTB1がSM,Prよ りやや効果 あ り,SMと

Prが 同程度で これ に次 ぎ,MPの 併用では効果 の増強

を示 さなかつた。
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3)TB1と 他 の

薬剤 との併用効果は

第3表 に示す如 く,

SM100万 倍溶液(以

下TB1稀 釈系列に

併用す る抗結核剤 は

非抑制濃度 である)

併 用では6日 培養 で

TBI単 独 よ り2倍

の阻止力増強を示す

も,そ れ以後の培 養

では併用効果 はTB1

単独の場 合 と同程度

となつていて増強は

見 ら れ な かつた◎

PAS80万 倍溶液併

用では,4日 倍養 で

阻止力の減弱 を示す

も,6日 培養 では2

倍の増強 とな り,8

日培 養では再 び阻止

力減弱 し,10日 培養

で再 び2倍 の阻止力

増強 となる如 く不 定

の経過を示 した◎Pr2万 倍溶液併用では6日 培養以後

2倍 の効果 の増強 であ り,MP2万 倍溶液併用では8

日培 養迄 はMP単 独 の阻止 力と同 じであるが,10日 培

養 で2倍 のi効果増強 を示 した。INAH2560万 倍溶液の

併用 では8日 培養迄は4倍,10日 培養で8倍b阻 止力増

強 である。要す るにTBIの 効果 の増強 はINAHの 非

抑制濃度の併 用では効果 の挙1強は大であ るが,他 の薬剤

との併用では効果 は軽度 であつた◎

4)Prに 対す る併用効果 は第4表 の如 く,SM100万

倍溶液(以 下Pr稀 釈系列 に併用す る抗 結核剤は非抑制

濃度 である)併 用では6日 培養迄はPr単 独 の阻止力 よ

り4倍 の増強 を示すが,8日 培養以後 は2倍 以上 の効果

の増強 となつてい る。PAS80万 倍溶液の併用では4日

培養 では4倍,6日 培養 では2倍 の阻止力 の増強であ る

が・それ 以後の培 養 で は効果 の増強 は 現れていない6

TB180万 倍溶液併用では4日 培養 でMP単 独の場 合

』一.一一41一
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よ り64倍 の抗 菌力

の増強を示すが6日

培養 で8倍,8日 培

障 膿 では8～1皓
の効果の増強 となつ

てい るeMP2万 倍

併 用では4日 培 養で
'TB1の 場合 と同様

64倍 の阻止力増強 を

示すが6日 培養 で4

倍,8日 培養以後 で

8倍 の効果増強 に迄

減弱 している○結局

Prに 他の薬剤を併

用すると菌 の発育初

辮1期 には阻止 作用は殊

に強い よ うに見られ

る◎併用効果 の大 き

い ものよ り挙 げると

TB1,MPが 著明で

SM,PASは 軽度 で

あるe

5)MPに 対す る

併用効果は第5表 の

如 くSM100万 倍溶液(以 下MPの 稀釈系列に併用す

る抗結核剤は非抑制濃度 である)併 用 では4日 培養 で8

倍以上の増強 となるが,6日 培養以後では併用効果は認

め られない。

第4表PAS80万

倍溶液併用

時の効果 の

増強は培養

期間 を通 じ

全 く見 られ

なかつた◎

TB180万

倍溶液併用

効果 も4日

培養 で8倍

以上 の増強

を示すがそ

れ以後の培

養ではMP

単独 の場合

と同程度の

阻止力に止

つ た。Pr2

万倍溶液 の
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併用 では4日 培養で8倍 以上の効果の増強 を示すが・

6日 培養 ではR単 独の場合 と同 じ阻止力 とな り,10日

培養で2倍 の阻止力増強 となつてい る。要す るにMPと

他の薬剤 との併用効果 はPrの 場 合の如 く・培養初期に

は発育阻止作用が強 く現れ るが 日数経過 とと もに減弱 し,

併用効果 は殆ん どな くなb,僅 か にPrと の併用で軽度

の阻止効果の増強が 見られたに過 ぎない◎
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で2倍 以上,6日 培養では4倍,

の阻止力増 強を示 した。す なわちOMとSMと の併用

の効果は著 明である。"
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6)OMに 対す

る併用効果は第6

表 の如 く,SM100

万 倍 溶 液(以 下

OM稀 釈系列に対 ご

す る抗結 核剤は非

抑制濃度 である)

併用に より,6日

8日 培華 で16倍 以

上,10日 培養で8

倍 の併用効果 の増

強 を見た。又PAS

80万 倍溶液の併

用 の場合は4日 培

養 で反つて阻止力

の低下 を見 たが,

6日 培養以後では

2倍 の阻止力の増

強 であつ た。TB1

劉8・ 万倍轍 併用
の場合は4日 培養

8日 培養以後では2倍

7)1民 、Hに 対す

る併用効 果は第7表 に

示す如 く,SM100万

倍 溶 液(以 下INAH

稀 釈系列 に対す る抗結

核剤は非抑 制濃度であ

る)併 用 では8日 培養

迄 は2倍 の阻止力増強

を認 める も,ヱ0日 培養

では効果 の増強 を認め

なかつたDPAS80万

倍溶液 との併用では4

日培 養で4倍 の効果の

増強 を示 したが,そ の

後 の培養 では2倍 の増

強 となつてい るoTB1

80万 倍溶液 との併用で
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は4日 培養で32

倍以上の阻止 力増

加 であ るが,6日

培養でユ6倍,8日

培養以後 で2倍 の

阻止力の増強 に迄

減弱 している◎こ

の 工NAHの 場 合

も培養初期に阻止

作用の強いのが注

意 をひ く◎

しか も併用効果 に

際 して は2560万

倍 においてはi著明

であるが5120万

倍 においてはTB1

を除いて その効果

は殆 ん ど認 めが たい 。

考 按'

SMとPASと の 併 用 効果 に つい て は,Vennesland

4),Karlson5),占 部6)は 管 内 試験 で,Rees7),Bloeh8),'

宮が),詫 摩10)は 動 物 実 験 に よ り併 用 効 果 の あ る こ と

を報告 し,Riggins11),Tuckerl2),Karlson5),Dunner-

13),Schwarz14),Yegianiδ),Tempel16),FGnquet17),

Leltner18),田 坂19),河 盛20),飯 塚 黛1),館 石22)は 臨 床上

SM単 独 よ り効 果 が あ り,且 つ 患 者 よ りのSM弼 性 菌

の出現 はSMとPASと の 併 用 に よ り阻 止 或 い は遽 延

され る とい い,Graessle23),】 しewis24),吉 川25)も こ の

ことを実験 的 に証 明 して い る。一 方WMston26)は 動 物

実験 に よ り,併 用 効 果 もSM耐 性 菌 出 現 阻 止 も見 られ

ず;Steeken27)は 動 物 実 験 でSMとPASの 併 用 で

新 しい影 響 は見 られ な い と報 告 して い る◎

SMとIBIと の 併 用 に関 して はDomagk28)は 実 験

的 に研 究 し,結 核 菌 に 対 す る作 用 機 序 が 異 るか ら有 効 で

あ るとい い,SpaiR29)も 動 物実 験 に よ りPAS併 用 よ

りTB1併 用 の方 が 有 効 と報 告 し,占 部6)もSMの 抗

菌 力増 強 に はPASを 以 つ てす る よ り もTB1を 以 つ て

す る方 が 有利 で あ る と述 べ て い る◎又 岩 原30)は 臨 床 的

にTB1単 独 よ りSM併 用 の方 が 好 結 果 を得 た とい い,

飯 塚21)は 作 用機 転 の 上 か らSMとTB1の 併 用 を奨

め てい る。 しか しMoeshlin3Dは 実 験 的 にSM単 独 よ

りTB1併 用 の方 が 効 果 は減 弱 した と報 告 してい る。

つ ぎにSMとPrと の 併 用効 果 につ いてsmith1)L

は実験 的 に相 乗 作 用 あ り又SM耐 性 菌出 現 防 止 も可 能

であ る と述 べ て い る◎ またSMとMPの 併 用 につ い

て はSmith32),Kolmer33)34)は 実 験 的 に,Lincoln35)

36)37),藤 井38),勝 木39)は 臨 床 的 に 併 用効 果 を認 め て い

る。

私の成績 ではSMの 稀 釈系列に非抑制濃 度のPAS,

TB1各 々80万 倍,Pr,MP各 々2万 倍,INAH2560

万倍溶液 を併用す ることに より,10日 培養 の成績はPA

S,TBI,MPの 場合 は40万 倍,Prの 場 合は20万

倍,工NAIIの 場合は50万 倍で阻止 し,Pr以 外は大依

同程度 の併用効果 の増強 とな り且つPAS,TBI,MP

の併用効果は同 じであるが,逐 日的 に併用効果 を観察 し

た結果 よ りしてINAHの 場合 の併用効果は最 も著 しく,

TB1の 場 合は菌発育阻止作用が培養初期 にはSM単 独

より強 く現れてい るに反 し,PAS,MPの 場合は この こ

とがな く,/S画 難29),占 部6)の 報 告に一致す る◎なおS
ジ

Mと 他 の薬剤 との併用の場合発育 阻止 は培養初期 には比

較的弱 く,培 養 日数の経過 とともに漸次強 くなる傾向の

認め られ たことはSMの 結核 菌に対す る作用機序に何

等かの暗示 を与 えるものではないかと考 え興昧 を引いた。

日比 野,磯 江,石 井4の,松 島40),堂 野前42)に ょれば

INAHは 実験的 にSM耐 性菌に対 し感性菌 と同じ限界

濃度で発育 を阻止 し,叉 日比野等40)は 臨床 的に もSM

耐性菌保 有患者 に対 して有効であ ると報 告 していること

の外 に,私 のSMとINAH2560万 倍 とq併 用の著明

な抑制効果 を示す成績 よりその臨床的応用に関 して示唆

するところあるもの と考 えられ甚だ興 味深 い ところであ

る◎

PASと 他 の薬剤 との併 用効果 はDomagk43)は 動物

実験でPASとTB1と の場合 の併用効果 はTB1単 独

と大差ないと述べ,一 方Heilmayer44)45)1まTB1単 独

よ り臨床的 に効果 あるといい,占 部ら)の試験管成績 もこ

れを裏書 しているが,篠 井4のはPASとTB1の 併用は

SM単 独に及 ぼない と報告 してい る。私の実験 のPAS

の稀釈系列にSM100万 倍,TB180万 倍,Pr,MP

各 々2万 倍溶液併用では,10日 培養 の結果は,S瓦

TB1,Pr併 用の場合 はPAS単 独 よりいずれ も2倍 の

効 果増強を示す も,TB1併 用 の場合は培養初期 より効

果の増強あ り,又MPの 場合はPAS単 独 と同 じ阻止

力を示 し,概 してPASの 効果増強 に他の薬剤の併 胆は

効果 が比較 凶砂 い。ただINAH2560万 倍溶 液併用の

際はPAS単 独 よ り8倍 も阻止力の増強 あ り,日 比 野

等40)及び松 島4DはINAHはPAS耐 性菌 に対 して も

感性 菌 と同 じ阻止限界濃度で阻 止す る ことを報告 し,前

述 のSM耐 性菌 に対す る場 合 と同様興味 あることで あ

る。

TB1とPr,MP及 びINAHと の併 用について は

業績 を見ず,私 はTB1の 稀 釈系列に前述 と同様 の非抑

制濃度のSM,PAS,Pr,MP,INAHの 各溶液 を併用 し

て,TB1の 併用効 果の如何 を見たが,10日 培養 でTB1

単独では20万 倍 で菌 の発育 を阻止 したが,SMと の併

用.¢場合は10日 培養 では併用効果の増強はなかつたが

6圓 培養 で80万 倍 にお いて見 られ又PAS,Pr,MPの 場

～43一
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合 はいずれ も10日 培養 で2倍 の阻止 力増強で著 しい も

のでは なかつた◎ただINAH2560万 倍溶液をTB1に

併用 した場合TB1単 独 の阻止力 よ り8倍 も併用効果 の

増強 のあつ たことは注 目に価す る。

Pr及 びMPに 前述 と同 じく非抑 制 濃 度 のSM,

PAS・TB1,MP,Pr溶 液を併 用 した場合Prの 併用効

果増強 はPr+TB1及 びPr+MPの 場 合は4日 培 養で

Pr単 独 の阻止力 よ りいずれ も64倍 の増強 を示 してい

るが,10日 培養では8倍 以上 の阻止力 となつ てい る。M

Pの 併用効果 はSM,TBI.1)ASを 併用 した場合 ユ0

日培 養でその増強は見られ なかつたが,βM,TB1に お

いて4日 培養 で阻 止力の増強 あるため多少併用効果があ

ると認 めらるePrの 場合は10日 培 養でMP単 独 よ

り2倍 の阻 止力増強 となつてい る◎すなわちPrの 併用

劾 果増強にはTB1,MPを 以つてする時著明であ り,

MPの 場合はPr併 用の場 合は 効 果ある もその他の薬

剤 とでは効果 はなきか軽度 である。

OMに ついては 日置17♪はOM隼 独 よ りSM十 〇M

の場合最 も効果あ り,こ れに次 いでOM十PASが やや

効 果凌,り,OM+TBIの 場 合は効果 な しと報 告 している

が,私 の ユ0日培 養の威績 ではOM単 独の阻止力 よ り

OM+SMの 場合は8倍 の増強 を示 しているがOM+P

AS及 びOM+TB1の 場合 は2倍 の阻止力増 強に過 ぎ

ない◎すなわちOMに 併用 して効果の増強 を計 るには

SMを 以つてす るのが最 も著 しく,日 置の の成績 と一

致す る◎

⊥NAilの 稀 釈系列 にSM100万 倍,PAS,TB1各

各80万 倍溶液を併用 してINAHの 併用効果 の増強を

見 ると8日 培 養迄 はINAH単 独で1280万 倍 で阻止 さ

れ た ものがSM併 用 の場合は2560万 倍 で阻止 され2

倍 の阻止力増強 となるが10日 培養 ではINAH単 独の

場合 と同 じく ヌ280万 倍 の濃度で阻止 され る◎ しか し,

INAH2560万 倍 の濃度 におけ るINAH単 独の場 合の

菌発 育程度は(冊)な る もSM100万 倍併用の場合 は

(±)と な り併用効果 はある ものと認め らる◎PASの 場 合

は4日 培養で4倍,そ れ以後の培養 で2倍 の阻止力増強

を示 してい る◎TB1の 場合 は6日 培養迄は16倍,8

日培養以後で2倍 の増 強 とな り,INAH+SM,INAH

+PASに 比べ併用 効 果 は 大 き いc叉INAH+SM,

1】∬H+PASの 場 合は2560万 倍で強 く阻止 され菌 の

発育程度 は(一)～(±)で あるが5120万 倍以上 の低濃

度 ではINAH単 独 の場合 と同程度 の(柵)の 菌 の発育状

態 であるに反 し,TB1併 用の場合 は5120万 倍以上 の低

濃 度で もINAH単 独 に比 べ強 く阻止 されているのは注

惹 をひ く。

結 論

1)私 はSM,PAS,TB1,.Pr,MP,OM,INAH

の申の2種 を とり,そ の一方の稀釈系列に他方 の非抑制

濃度 の溶液 を加 え,人 型結核 菌Frankfurt株 を用い併

用効果 をSCC法 によ り培養 日数別 に検 討 した。

2)SMの 併用効果増強には非抑 制濃度 のいずれ の抗

結核剤を併用 して もその増強 を認めたeSM+INAHの

併用効果は大き く,SM+TB1,SM+PAS・SM+M

Pは10日 培養 でいすれ も同程度の効 果の増 強を認 める

も,4日,6日 培 養でSM十PAS,SM十MPに は併

用効果 の増強がなかつたがSM+TB1に はあつ た。

SM+Pτ の併同効果 は最 も軽度 であつ た。

3)PASの 併用効果はPAS十INAHの 場合 は最 も

著 しく,P.AS+TBI,PAS+SM,PAS+Prの 場合は

併用効果に大差 なき も,PAS+TB1は 培養初期 よ り菌

の発育を抑 制 し,PAS+SM,PAS+Prrは 同程度 で8

日培養以後に併用効 果現れ たePAS十MPの 場合は併

用効果 の増強はなかつ た◎

4)TBIの 併用効果 はTB1十SMの 場合6日 培養

でその効果 を認 めたが その後の培養ではTB1単 独 と同

じ阻止程度 であつ た◎TBI+PAS,TBI+Pr,TB1+M

Pの 場 合の併用効果は軽度であ り,TB1+INAHの 場

合は著 明であつ 先◎

5)Prの 併用効果 はPr+PASの 場合は併用効果 な

く,Pr十SMの 場合は軽度 であ り,Pr十TB1,Pr÷M

Pの 場合は大体同程度 で著明であつた◎

6)MPの 併用効果はMP+PASの 場 合はな く,

MP+SM,MP+TB1の 場合 は多少 あ り,MP+Pr

の場合は軽度に認 めた○
唖7)OMの 併用効果はOM

+SMの 場合 は併用効果

最 も著明で,OM十PAS,OM十TB1の 場合はほぼ同

程度 で軽度の併用効果 の増強 を認め た。

8)INAHの 併用効果はINAH+SM,1NAH+P

AS,INAII+TB1の いずれ の場 合 も併用効果 を示 した

がNIAH十SMの 場合10日 培 養で他 の2者 に比べ併

用効果 はやや低 く}INAH十TB1の 場合は培養初期に

強 く阻止作 用を示 した◎

(本論文 の要 旨は昭和26年6月 日本結核病学会東

海地方学会第2回 総会及び昭和27年6月 同第3回 聡会

において発表 した)
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